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Q10 乳幼児期にDPTワクチン又はDTトキソイドの接種を受けていない場合，破傷風の予

防接種はどのようにすればよいのでしょうか。

破傷風は外傷等により，年齢に関係なく誰でも免疫がなければ感染発症する可能性があります。で

すから，破傷風に対する免疫がない人は積極的に破傷風の予防接種を受けることが勧められます。

　通常，初回免疫として沈降破傷風トキソイド0.5mLを，３～８週の間隔で２回皮下に接種します。標準

として初回免疫終了後12～18カ月の間に0.5mL１回追加接種を行い基礎免疫を完了します。その後は抗体

産生に対する個人差も考慮して10年毎に１回追加接種を行います。新生児破傷風や産褥性破傷風の予防の

ために妊娠後期（６カ月前後）に沈降破傷風トキソイドを４週以上の間隔をおいて２回接種することもでき

ますが，近年日本では新生児破傷風や産褥性破傷風の発生報告はほとんどありません。

A

Q 8 DPTワクチンは１回毎に腕を変えて接種した方がよいのはなぜでしょうか。

DPTワクチン接種後にはアルミニウムゲルが局所に留まり，硬結が１カ月くらい残存することが

あります。ワクチンは20日から56日までの間隔（いわゆる３～８週間間隔：参照p3）をおいて接種を受

けるので，その時にはまだ硬結が残っている場合があります。乳幼児の腕は細く，硬結を避けて接種するこ

とは困難です。また同じ腕に続けて接種すると腫張の頻度が高まる場合もありますので，前回と反対側の腕

に接種してください。硬結がなくとも交互に接種することがリスクを下げるという意味で原則です。

A

Q 9
かつてのDPTワクチンを接種する際に減量して行われることがありましたが，現在で

も同様の処置が必要でしょうか。

接種量は規定通り0.5mL接種することが原則です。かつてのDPTワクチンについては不規則な接

種が行われていたことは事実ですが，この方式はやむを得ずとられていた処置です。現在のDPTワクチン

については原則として減量接種の必要はないものと考えられます。１回目，２回目の局所反応が極めて強

かった時だけ，医師の判断で減量接種をする場合がまれにあります。

A


